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研究成果の概要（和文）：イギリス、特にロンドンのウエストエンドにおける両大戦間期は、ミ

ュージカルに先行する様々な音楽劇（オペレッタやミュージカル・コメディ、レヴューなど）

が共存する時代であったが、本研究においては、この中でも特に、歌、踊り、寸劇からなるレ

ヴューという表現形式をとりあげ、フランスやアメリカから移入されたレヴューがどのように

イギリス独自のものに発展していったかについて、特にチャールズ・コクランとノエル・カワ

ードによるレヴューの上演資料を調査することにより明らかにした。 
 
 
研究成果の概要（英文）：The West End theatre in the era between the two great wars was 
rich in a variety of so-called ‘illegitimate’ plays such as musical comedies, revues, and other 
types of theatrical entertainments.  This research project has made special focus on 
musical ‘revue’, one of the theatrical genres consisting of songs, dances, and sketches, and 
has shown how revues, originally imported from France and America, developed in 
uniquely English ways by examining archival materials regarding some important revue 
productions by Charles B. Cochran and Noël Coward. 
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) イギリスの両大戦間期は、商業演劇全盛
の時代であったが故に、従来、演劇研究の対
象になることが少なかった時代であるが、最
近はむしろ従来の研究が軽視してきた演劇
（地方の演劇や女性作家の演劇、大衆演劇
等）を積極的に拾い上げる傾向にある。例え
ば Baz Kershaw (ed.), The Cambridge 
History of British Theatre, Vol. 3, since 
1895 (Cambridge UP, 2004)は、その立場か
ら編纂されたイギリス演劇史の研究書であ
る。 
また、ストレートプレイ（台詞劇）以外の、

かつては「非正規劇」と呼ばれていた種類の
演劇をより肯定的にとらえ直すJane Moody, 
Illegitimate Theatre in London, 1770-1840 
(Cambridge UP, 2000)のような研究書が出
版されていることからもわかるように、近年、
音楽やダンスを含むミュージカルのような
演劇の研究の必要性が、両大戦間期のイギリ
スに限らず、指摘されるようになってきた。 
本研究は、国内外のこのような研究動向と

連動するものであった。 
 
(2) 研究代表者は、本研究を開始する以前に、
この時代のイギリスにおける演劇の検閲に
ついて調査・研究を行っていた。そして、ど
ちらかと言えば、上演を「許可」されること
の多かった商業演劇に目を向けて、ロンドン、
ウエストエンドの演劇人達が検閲官とどの
ように折り合いをつけながら、上演の実現を
果たしたかという観点から考察を試みてい
た。 
その過程において、本研究テーマの着想に

つながる次の情報を得ることができた。 
検閲する側（宮内長官）もされる側（ウエ

ストエンドの興行主）もともに、表現におけ
る品位を保つことによりウエストエンドの
演劇の大衆化を阻止しようとしていた面が
あったこと。また、ミュージック・ホールの
ような大衆芸能と異なり、レヴューの場合は
宮内長官の検閲を受けていたことから、大衆
演芸とは異なるミドルブラウな演劇へと変
化していったのではないかと思われたこと。
そして、検閲を受けていたおかげで、レヴュ
ーの上演台本が今でも資料として残されて
いることが、上記の研究を行う過程で明らか
となり、本研究の着想につながる有益な情報
となった。 
研究代表者個人の学術的背景としては、以

上のことが指摘できる。 
 
 

 
 

 
２．研究の目的 
 
本研究課題は、イギリス、特にロンドンの

ウエストエンドにおいて両大戦間期に流行
していたレヴューについて、特に次の 2点か
ら研究することを目的とした。 

 
(1) ミュージック・ホールなどの大衆演芸の
影響を受けながらも、いかにそれとの差別化
を経てウエストエンドの中産階級的なエン
ターテインメントに変質していったか。 
 
(2) フランスやアメリカから移入されたもの
でありながら、いかにイギリス的な特徴を持
つレヴューに変化していったか。 

 
具体的には、レヴューを含む当時の音楽劇

の発展に大きく貢献したプロデューサーの
チャールズ・B・コクランが、レヴューの質
的向上を目指して実際に行ったことや、それ
に対する当時の人々の反応や評価を調査す
ること。そして、そうすることにより、イギ
リス独自のレヴューの特徴をいくらかでも
明らかにすることを目的とした。 
コクランは、劇作家のノエル・カワードを

起用して、Private Lives（ 1930 年）や
Cavalcade（1931年）などの代表作を何作か
上演したことで知られる興行主であるが、本
研究においては、そのカワードが 1923 年~
32 年の間に台本を書いて評判になった４つ
のレヴューを中心に研究を行うことにした。 
レヴューは、プロット（物語の筋）を持た

ず、俳優のスター性や作品全体の雰囲気とい
ったものに依存するタイプの演劇であるた
め、音楽劇の中でも特にその一過性や再演の
困難さが指摘され、従来、研究の対象になる
ことはきわめて少なかった。それだけに、当
時上演されたレヴューが実際にどのような
ものであったのか、実証的にアプローチする
研究は、とりわけ、ミュージカル研究の必要
性が指摘される今日においては、有益な情報
を提供できるものになると思われた。 

 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究課題の研究方法は、この時代のレヴ

ューに関する一次資料の収集と、収集した資
料に基づく分析が中心となった。 
具体的には、「2. 研究の目的」欄に記した

ノエル・カワードの４つのレヴュー、つまり
（『こちらロンドン！（London Calling!）』
（1923年）、『ダンスを続けて（On with the 
Dance）』（1925年）、『この恵みの年に！（This 



 

 

Year of Grace!）』（1928 年）、『言葉と音楽
（Words and Music）』（1932年））を中心に、
その他の代表的なレヴュー作品（チャール
ズ・コクランが上演した主なレヴュー）にも
目を向けながら、上演関連の資料を収集した。 
閲覧した資料は、上演台本（検閲台本）、

上演プログラム、舞台写真、書簡類、新聞や
雑誌に掲載された劇評や評論、コラム、特集
記事、広告などで、主として、大英図書館、
ヴィクトリア＆アルバート・ミュージアムの
分館、ニュースペーパー・ライブラリー（い
ずれもロンドン）において調査を行った。 
また、それ以外にも、上演に関わった人た

ち（興行主、作家、俳優など）の自伝や回想
録、当時の舞台を実際に鑑賞した人たちによ
る観劇記やエッセイなど、初演当時の舞台の
様子を描写したり分析したりしていると思
われる文献（主として古書）も収集した。 
 

 
	
 
４．研究成果	
 
	
 
(1)	
 研究開始当初は、研究対象の時期を両大
戦間期としていたが、調査・研究を進めるに
つれて、1910 年代（第一次大戦前の時期を含
む）も重要な時期であることがわかり、結果
として主に 1910 年代~20 年代を中心に詳し
く調査することになった。	
 
第一次大戦以前の 1910 年代に関する資料

を調査すると、アルハンブラやエンパイヤと
いったウエストエンドのミュージック・ホー
ルにおいて「レヴュー」と呼ばれるものが上
演されていたことがわかるが、その当時の演
劇専門雑誌や文芸雑誌の中からレヴューの
特集記事やレヴュー論のエッセイ等を発見
できたことは有意義であった。それらの資料
を読むことにより、当時はまだ外国（フラン
スやアメリカ）のレヴューを表面的に模倣し
ただけのものが大半を占めていたことや、レ
ヴューという言葉が見境なく何にでも使わ
れていたこと等がわかり、外国のレヴューを
取り入れた際の混乱の様子が、手に取るよう
に理解できたからである。	
 
また、1910 年代にチャールズ・コクラン

が上演したレヴューの上演台本（検閲台本）
を調査してみたが、フランスのレヴューをイ
ギリスで上演することの困難さそのものを
表現した自嘲的なレヴューも上演されてい
たことがわかった。	
 
	
 

(2)	
 レヴューは「対話」形式のスケッチ（寸
劇）を含むジャンルであるが、そのことが「劇
場法」に関連する厄介な問題を生じさせてい
たことが、本課題の研究を進めるうちに明ら
かになった。つまり、本来なら「劇場」にお
いてのみ上演が許されていたある程度の長

さの「対話」劇をミュージック・ホールのよ
うな大衆的な寄席で上演し始めたことが問
題だったのである。結局、「劇場」の検閲に
しか関わっていなかった宮内長官がレヴュ
ーを上演するミュージック・ホールの検閲に
も関わるようになるなど、特に 1910 年代は、
寄席と劇場の区別が曖昧になることもある
時期であったようだ。このような劇場規制の
ありかたが、イギリス特有のレヴューの形成
を促した点を指摘できたことは本研究の一
つの成果である。	
 
	
 
(3)ノエル・カワードが台本を担当したレヴ
ューのうち、二つの作品、『こちらロンド
ン！』（1923 年）と『ダンスを続けて』（1925
年）の内容を、上演台本や劇評を参考にしな
がら、場面（ナンバー）毎に明らかにし、上
演の様子がどのようなものであったのか、可
能な範囲でその再構築を試みた。	
 
また、当時の劇評家が上演作品中のどこに

変化や新しさを見いだしていたか、具体的に
拾い出すことにより、個々のレヴュー作品の
その当時の演劇界における位置づけを明ら
かにした。『こちらロンドン！』の場合は、
多くの劇評がこのレヴューとミュージッ
ク・ホールとの明白な違いを指摘しており、
全体として上演されるレヴューの質が上が
ってきているという評価が目立った。	
 
『ダンスを続けて』の方は、国内外からす

ぐれたダンサーと様々な種類のダンス・ナン
バーを豊富に集めたことを、多くの劇評家が
高く評価しており、ダンスにおいて特徴のあ
るレヴューであったことがわかった。また、
イギリスの場合、レヴューは当時、バレエに
とってシェルターのような存在であったと
言われるが、上演台本のト書きや劇評、舞台
写真等を参考にしながら、ダンス・ナンバー
の内容を具体的にいくらかでも明らかにで
きたのは有意義であった。	
 
	
 
(4)	
 イギリスのレヴューの発展に大きく貢
献したと言われる興行主のチャールズ・コク
ランは、1918 年に、古いタイプのミュージッ
ク・ホールであったロンドン・パヴィリオン
を、より知的で洗練された観客向けの劇場に
改築し、一連の代表的なレヴューを上演し続
けたが、コクランはフランスから移入された
レヴューをイギリスの観客にふさわしいも
のに変えることを目指して、この劇場で数々
の革新的な試みを行った。本研究は、様々な
資料を調査することにより、その一つ一つの
具体的な例を示したが、そうすることにより、
イギリス独自のレヴューの一側面を明らか
にすることができた。	
 
	
 
調査を進めるにしたがって、開始当初の予

定からはいくらか変更も生じたが、逆に開始



 

 

当初は予想していなかった収穫もあり、全体
としてはそれなりに成果をあげることがで
きた。本研究は専ら実証的な方法によるもの
であったが、それまで等閑に付されてきた分
野について、新たな視点から具体的にいくつ
かの点を明らかにできたことは大きな成果
であり、また、今後の演劇やミュージカル、
ダンス等の研究にとっても示唆的なものに
なると思われる。	
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